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第 28 回 全日本マーチングコンテスト
金賞受賞　マキノ中出身の藤原さん

今、子どもには不便さの体験が必要
子どもをネットの危険から守ろう！

安曇川中学校出身の澤村さん

全国都道府県対抗女子駅伝出場

　１月 17 日（日）、京都市で皇后杯第 34
回全国都道府県対抗女子駅伝競走大会が行
われました。この大会には、滋賀県代表と
して、安曇川中学校出身の澤村真

ま お

央さん（現　
比叡山高２年）が選ばれ、１区代表として
都大路を力走されました。なお、滋賀県は
36位でした。（市民スポーツ課）

　１月 24 日（日）、文化財防火デーにあわせて朽木
の興聖寺（旧秀隣寺庭園は国の名勝・本尊は重要文化財・本堂は
市の有形文化財）で消防訓練を行いました。訓練は「興
聖寺付近の林野が炎上しているのを付近の住民が発
見、本堂まで延焼するおそれがある」という想定のも
とで実施。重要な文化財の運び出し、消火器やバケツ
リレーによる消火訓練のほか、自警団による可搬ポン
プを用いた放水訓練、消防団による中継放水訓練など
が行われました。大寒波の影響で非常に寒い中、参加
者の皆さんは真剣な表情で訓練に取り組まれていまし
た。（文化財課）

火災から文化財を守ろう！
文化財防火デー   興聖寺で消防訓練

バケツリレーによる消火訓練の様子

１月 17 日（日）、高島市青少年育成市民会議と高島市
ＰＴＡ連絡協議会との共催で、ＮＩＴ株式会社の篠原嘉一
氏を招いて「ネットの危険から高島の子どもを守ろう！」
研修会を開催し、１４４人の方が参加されました。スマー
トフォンなどの機器は大変便利ですが、使い方を誤って人
を傷つけたり、危険な目にあったり、知らないうちに事件
の加害者にもなっている現状をお話いただきました。また、
実際に機器を使い、個人情報の保護や、被害に合わないた
めの設定を学びました。最後に、「便利なものに囲まれた
今の社会で、子どもたちに必要なのは“不便さ体験”であ
る」と話されました。参加者からは、「子どもとスマート
フォンについて話をしたい」、「もっと敏感に対応していき
たい」との感想が寄せられ、子どもと話し合うきっかけと
なる研修会となりました。（青少年課）
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市内高校生
全国高校スキー大会出場

　２月４日（木）から８日（月）まで青森県
で行われた平成 27 年度全国高等学校総合体
育大会、第 65 回全国高等学校スキー大会に
滋賀県大会を勝ち抜いた次の選手が出場さ
れ、健闘されました。（市民スポーツ課）

　１月 29 日（金）、滋賀県庁で平成 27 年度滋賀県統計事務功績者
表彰伝達式が開催され、高島市で統計調査員として長年ご活躍いた
だいている方々が表彰や感謝状を授与されました。（情報統計課）

《平成 27 年度統計功績者表彰（総務大臣表彰）》
　　桑原　智子さん

《2015 年農林業センサス功績者農林水産大臣表彰》
　　谷　　貞子さん

《平成 27 年度滋賀県統計協会統計事務功績者表彰》　
　　近藤　和子さん　中谷　惠子さん　山本　重夫さん
　　中谷　宗吉さん　西田　義明さん

《平成 27 年度経済産業省所管統計調査功労統計調査員感謝状》
　　澤邉　武三さん　　　宮本　正雄さん

統計調査員として長年のご功労　
統計事務功績者表彰伝達式

表彰や感謝状を受けた調査員の皆さん

　３月 20 日（日）から行われる第
88 回選抜高等学校野球大会に安曇川
中学校出身の大岡稜

りょう
くん（２年）の所

属する東海大付属甲府高校が出場され
ます。甲子園での活躍が期待されます。

（市民スポーツ課）

安曇川中学校出身の大岡くん

甲子園出場決定！

　11 月 22 日（日）に大阪城ホールで開催され
た第 28 回全日本マーチングコンテストにマキノ
中学校出身の藤原梨

り さ
彩さんが関西代表の私立京都

橘高等学校・吹奏楽部の一員として出場され見事
に金賞を受賞されました。おめでとうございます。
藤原さんは「毎日の練習は厳しかったですが、何

とか乗り越え、全
国大会で金賞を受
賞できました。こ
れまで支えていた
だいた多くの皆さ
んに感謝の気持ち
でいっぱいです。」
と喜びをかみしめ
ておられました。
（社会教育課）

【個人の部】
出場選手 高校名 学年 出    場    種    目

古谷　俊
と し や
也 高島高校 ３ 男子ジャイアント・スラローム

江黒　凪
な ぎ さ
沙 高島高校 ２ 女子ジャイアント・スラローム

女子スラローム

福田　　樹
たつき

高島高校 ２ 男子クロスカントリー 10ｋｍクラシカル
男子クロスカントリー 10ｋｍフリー

小林　大
たいしん

晋 高島高校 １ 男子クロスカントリー 10ｋｍクラシカル
男子クロスカントリー 10ｋｍフリー

齊藤　　颯
はやて

高島高校 ２ 男子クロスカントリー 10ｋｍクラシカル
男子クロスカントリー 10ｋｍフリー

中尾　應
まさとも

伴 安曇川高校 １ 男子クロスカントリー 10ｋｍクラシカル
男子クロスカントリー 10ｋｍフリー

森　　洋
ひ ろ き
貴 安曇川高校 ２ 男子クロスカントリー 10ｋｍクラシカル

男子クロスカントリー 10ｋｍフリー

太田　小
こ ゆ き
雪 高島高校 1 女子クロスカントリー 5ｋｍクラシカル

女子クロスカントリー 5ｋｍフリー

中原さくら 安曇川高校 ３ 女子クロスカントリー 5ｋｍクラシカル
女子クロスカントリー 5ｋｍフリー

山田　瑞
み ず き
季 高島高校 ３ 女子クロスカントリー 5ｋｍクラシカル

女子クロスカントリー 5ｋｍフリー
【男子リレー】

出場選手 高校名
福田				樹、齊藤　颯、小林				大晋、前川　翔

しょう 高島高校
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安曇川高校総合学科３年生
地元産品を使った商品販売

　１月 16 日（土）、道の駅藤樹の里あどがわで、
安曇川高校３年生 26 人が自分たちで開発した６つ
の商品の販売実習を行いました。
　この取り組みは、総合学科３年生の課題研究授業
の一環で、販売するメニューは、生徒が地元企業の
協力を受けて商品化したもの。市内で生産された農
畜産物等を加工した「あどべりーまふぃん」や「と
んちゃんサラダうどん」など魅力的なスイーツやメ
ニューが並びました。販売所は、珍しい味を楽しも
うと集まった大勢のお客でにぎわいました。
（秘書広報課）

　原はめったに故郷に帰りません。そのくせ大学時
代に通った居酒屋には今も顔を出します。大学の近
くで、学生が多い。中には泣きながらサークルのこ
とを語っている人もいる。それを見て「熱いねぇ一
銭にもならんことで」と呟くと大将が「原君も昔よ
うやってた」と余計な一言。これは原が会社員のと
きの話。この一件を機に原は母校や旧友との酒の席
に行くようになりました。思い出に浸りたいわけで
はありません。目的は、今の自分を知るため。変わ
らないかつての居場所に行くと、かつてとは違う何
かを見つけることができます。自分の中に。それは
今の自分を知るということだと考えています。だか
ら変わらないかつての居場所は大切にしています。
　わが故郷も美しくなくてもいい。変わらずにいて
ほしい。また今の自分を知るために帰るときがある
からです。

「美しくも誇らしくもない故郷」

【さいじ】歳時　催事　細事 etc…
移ろいや催し、日々感じる細々したことを
地域おこし協力隊の感性で徒然伝えていく
コーナーです。

地域おこし協力隊
原　周右
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健闘 安曇川高校
2015 年建築甲子園ベスト８

　高校生を対象に行われる、学生自らまちづくりや
建築設計のアイディアを競い合う２０１５年	第６
回「高校生の建築甲子園」で、滋賀県立安曇川高校
総合学科建築デザイン系列２年生の田阪広大さんと
石田雄己さんの応募作品「私たちの町の通学路」が
ベスト８に選ばれました。「空き家を活かす」をサ
ブテーマに作られた今回の作品は、駅から高校まで
の通学路にある空き家を活用し、地域に埋もれた伝
統産業や祭りを通して地域を盛り上げる役割を担っ
ています。受賞に対し田阪さんと石田さんは、「時
間をかけたので悔しい面もあるけど、やっぱりうれ
しい」と語られました。（秘書広報課）

　高島市観光物産プラザにおいて、第２回ディスカバー高島会議を開催しました。
　ゲストには、地域の魅力を国内外に発信されているディスカバージャパン総括編集長の高橋氏と元デ
ンマーク大使館広報員のイェンス・イェンセン氏をお迎えし、昨秋から実施している市民の方々が取材
を通じて自らのまちの再発見を行うプロジェクト「高島の食と人」の制作発表と講評会を行いました。
　当日は、約１００名の方々にご来場いただき、暮らしの豊かさや、数多くの誇れる魅力が高島にある
ことを再認識することができました。
　今年度に取材した内容は、専用ホームページに掲載しています。「高島の食と人」で検索してください。
　※「高島の食と人」について、詳しくは広報たかしま１月号をご覧ください。（企画調整課）

びわ湖高島ブランド戦略推進事業
第２回　ディスカバー高島会議を開催
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信社が授業
伝統音楽　雅楽を体験

　２月９日（火）、湖西中学校の１年生１１３人を
対象に雅楽の授業が行われました。この授業は深溝
饗信社の石田哲	楽長らメンバー６人が講師となり
行うもので 16 年前から続いています。はじめにメ
ンバーにより「越

え て ん ら く

天楽」が演奏され、雅楽で使う楽
器などの説明をされました。その後、生徒らは実際
に楽器を体験、興味津々で伝統音楽に触れました。
生徒から雅楽をはじめた理由を尋ねられ、メンバー
は「途切れていた深溝の雅楽の伝統をなんとか復活
させたいという思いから。みんなも何事にも前向き
に取り組んでほしい。」と話されました。現在、後
継者を募集しているとのことです。（秘書広報課）
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